
特定非営利活動法人緑地雑草科学研究所 

令和４年度 総会資料 

 

 

日 時 ： 令和 4年 3月 29日（火）13時 30 分～14時 30分 

 

 

会 場 ： 特定非営利活動法人緑地雑草科学研究所 事務所 

〒916-0076  福井県鯖江市石生谷町 11-23  

TEL：0778-62-2543 FAX：0778-42-5125 

 

 

      議 事 ： 第 1 号議案  令和 3 年度事業報告 

第 2 号議案  令和 3 年度決算報告  

第 3 号議案  令和 3 年度事業監査報告 

第 4 号議案  令和 4 年度活動方針及び事業計画 

第 5 号議案  令和 4 年度予算案 

                    第 6 号議案 役員の選任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 総会開催について 

 

 本年の総会につきましても，昨年、一昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症蔓延の影

響を踏まえ，皆様が集合しない形で実施いたします．つきましては，本総会資料についてご

確認いただき，別紙書面表決書ご記入の上 3 月 25 日（金）までにご提出いただきたく存じ

ます． 
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第 1 号議案  令和 3 年度事業報告 

 

（１） 会員数 

令和 3 年度末現在 令和 2 年度末 比較増減 

（個人会員） 

130 名 

 

（賛助会員） 

54 件 156 口 

（個人会員） 

 141 名 

 

（賛助会員） 

   55 件 156 口 

  

11 名減 

  

 

1 件減 

185  196 12 減 

 

（２） 事業活動 （詳細は各担当理事より報告） 

１．刊行物の発行 

・「草と緑第 12巻」（2021年 1月 30日刊行．J-stage 登載） 

・「草と緑第 13巻」（2021年 12月 31日刊行．J-stage登載） 

・ニュースレター発行（2021年 3月、6月、9月、12 月） 

・草と緑特集号「葛からクズへ」の販売を継続． 

 

２．市民集団「雑草ウォッチャー」プロジェクト  

・各地のウオッチャー：226名（2021年 12月末）．  

・6～7月にアンケート行い，“草と緑第 13巻 雑草リスク情報－その４：知る人ぞ知る雑

草花粉の脅威”にて報告 

 

３．専門実働部隊「雑草インストラクター」プロジェクト 

・「雑草インストラクター」の養成講座 

 2021 年 10 月 4 日～6 日，11 月 8 日～10 日の日程で実施． 

受講者 8名を雑草インストラクターとして認定． 

  ・既雑草インストラクター対象としたオンライン研修会の実施． 

 

４．講演 

  ・オンライン講演会 2021年 7月 19日（月）Zoomによる無料講演会 参加者 73名 

「農薬の安全性についてー除草剤を中心にー」             與語靖洋氏 

・草刈り除草ワールド 2021での講演 11月 24日～26日, 東京ビッグサイト青海展示場 

その「外来雑草」対策は何のため？～管理においてどう認識しどう対処すべきか～ 

黒川俊二氏 

生活圏の雑草は大問題：管理者も市民も知らない本当のリスク       伊藤幹二氏 

雑草の猛威の前に草刈りは気休め―対抗できるのは叩くべき地下部を知った戦略のみ 

伊藤操子氏 

盛土・切土法面の適正管理：主要管理対象である法面をどう対処すべきか？佐治 健介氏 
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 ５.受託研究 

・新規除草剤開発ＰＪに対するコンサルティング 

 

６．広報活動 

・ホームページの運営，拡充． 

・草刈り・除草ワールド 2021出展 

・講演・講義，業務活動の場での広報 

 

７．その他 

・“草刈り除草ワールド 2021”開催協力（情報発信，出展企業の募集，セミナー構成） 

  ・YUIME Japan (https://yuime.jp/)サイト上で雑草に対する質問への回答。 

 

会議 

   総会：3月 26日  緑地雑草科学研究所事務所（※書面表決で実施） 

   理事会：2月 4日 WEB会議 

その他：草と緑編集委員会，草刈り・除草ワールド準備委員会 

 

 

第 2 号議案  令和 3 年度決算報告 

 

（１）収支決算 

（令和3年1月1日～令和3年12月31日）

収入項目
令和3年度
決算額(A)

令和3年度
予算額（B)

A-B 備考

会費収入 1,887,000 2,100,000 -213,000
　　個人会員 327,000 450,000 -123,000 入金109名分/130名

　　賛助会員 1,560,000 1,650,000 -90,000 賛助会費156口
事業収入 1,520,000 1,440,000 80,000
　受託費
　　・受託研究費 880,000 440,000 440,000 2件
　　・出展協力金（展示会） 200,000 -200,000 該当なし
　インストラクター受講料 640,000 800,000 -160,000 受講者8名
雑収入 237,377 100,000 137,377
　刊行物販売
     ・草と緑特集号 33,750 50,000 -16,250 葛とクズ継続販売

     ・その他（刊行物販売） 39,000 50,000 -11,000
　その他 164,627 0 164,627 前年会費等

前期繰越金 1,948,744 1,948,744 0
当期収入合計 5,593,121 5,588,744 4,377  

収入項目補足 

・受託研究費 新規除草剤開発ＰＪに対するコンサルティング 

 半年×2回 2020/10/1～2021/3/31 ，2021/4/1～9/30   

・出展協力金（草刈除草ワールド 2021） 

 出展企業募集における該当なし。              

https://yuime.jp/
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支出項目
令和3年度
決算額(A)

令和3年度
予算額（B)

A-B 備考

研究所活動費 2,849,117 3,260,000 -410,883
　　開催費 299,780 500,000 -200,220 展示会出展１回・講演会

　　刊行費 983,225 1,300,000 -316,775 草と緑・ニュースレター・
人件費

　　広報活動費 24,112 100,000 -75,888 ウェブサイト運用

　　研究・調査費 720,000 360,000 360,000 2件

　　研修・資格認定費 770,116 900,000 -129,884 雑草インストラクター養成講座

　　雑草ウオッチャー費 51,884 100,000 -48,116
　　備品費 0 0
事務局経費 190,899 350,000 -159,101
　　消耗品費 21,562 20,000 1,562
　　通信・運搬費 69,357 100,000 -30,643
　　会議費 100,000 -100,000
　　人件費 97,125 100,000 -2,875 事務局人件費

　　雑費 2,855 30,000 -27,145
次期繰越金 2,553,105 1,978,744 574,361
当期支出合計 5,593,121 5,588,744 4,377  

支出項目補足 

・開催費 オンライン講演会，草刈り除草ワールド（展示、講演）． 

・刊行費 草と緑 12巻，13巻刊行．ニュースレター発行（4回）． 

・会議費 オンライン会議のみのため費用発生せず． 

 

（２）貸借対照表 

貸借対照表
資産の部 負債の部
普通預金（郵貯銀行） 198,779 未払金 0
普通預金（北陸銀行） 2,304,326 預り金 0
現金 0
未収金 50,000 繰越金 2,553,105
合計 2,553,105 2,553,105  

・未収金 賛助会費 5口 （50,000 円） 

 

 

第 3号議案  令和 3年度事業監査報告 
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第 4号議案  令和 4年度活動方針及び事業計画  

 

１．定期刊行物「草と緑」，「ニュースレター」 

・草と緑 14 巻（電子版）を 12 月に発行，J-stage へ掲載 

・ニュースレターの発行．（4 月以降のニュースレター刊行は新体制で行う） 

 

２.「ゴルフ場」に関する本の出版 

・“グリーンインフラとしてのゴルフ場の未来（仮題）”の刊行準備 

 

３．雑草ウォッチャー・プロジェクト 

・生活圏での「雑草の生物的状態」を調べ，新しい情報（unknown inf.）として発信するこ

と．日本の雑草が関わる多様な課題を収集するソーシャルネットワーク作りを継続． 

・雑草ウオッチャーと雑草インストラクターの連携を検討． 

 

４．雑草インストラクター養成事業 

・緑地雑草管理の諸場面において指導的役割を担う人材育成を目的に，会員を対象として

9 月以降に計 6 日間養成講習を実施する．今年で養成講座の実施は一旦終了とする． 

・既存インストラクターの中からスペシャリストを養成．集合研修等で各活動共有，連携

の強化を図る． 

 

５．講演会の開催 

・オンライン講演会を計画．テーマについては過去の「草と緑」記事の中から候補選択． 

テーマ（案）：‘草’は表土を創り育む：日本人が忘れている大切なこと 

講演者（案）：伊藤幹二氏 

 

６． 受託・その他 

・講演依頼など，依頼に応じて受託可否判断． 

・現時点で継続実施中の受託案件はなし.  
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第 5号議案  令和 4年度予算案 

 

（令和4年1月1日～令和4年12月31日）

収入項目
令和4年度
予算案（A)

令和3年度
決算額(B)

A-B 備考

会費収入 2,020,000 1,887,000 133,000
　　個人会員 420,000 327,000 93,000 140名
　　賛助会員 1,600,000 1,560,000 40,000 160口
事業収入 1,200,000 1,520,000 -320,000
　受託費 400,000 880,000 -480,000 １件（仮）
　インストラクター受講料 800,000 640,000 160,000 実施（8万×10名）
雑収入 795,000 237,377 557,623
　刊行物販売
     ・ゴルフ場本の販売 740,000 0 740,000
     ・草と緑特集号 25,000 33,750 -8,750
     ・その他（刊行物販売） 30,000 39,000 -9,000
　その他 0 164,627 -164,627
前期繰越金 2,553,105 1,948,744 604,361
当期収入合計 6,568,105 5,593,121 974,984  

 

支出項目
令和4年度
予算案（A)

令和3年度
決算額(B)

A-B 備考

研究所活動費 3,260,000 2,849,117 410,883
　　開催費 100,000 299,780 -199,780 オンライン講演会1回　※１

　　刊行費
　　　定期刊行物 700,000 983,225 -283,225 ※2

　　　ゴルフ場本 900,000 0 900,000 ※3

　　広報活動費 100,000 24,112 75,888 ※4

　　研究・調査費 360,000 720,000 -360,000 １件（仮）
　　研修・資格認定費 1,000,000 770,116 229,884 雑草インストラクター養成講座

　　雑草ウオッチャー費 100,000 51,884 48,116
事務局経費 340,000 190,899 149,101
　　消耗品費 30,000 21,562 8,438
　　通信・運搬費 100,000 69,357 30,643
　　会議費 60,000 0 60,000
　　人件費 120,000 97,125 22,875
　　雑費 30,000 2,855 27,145
次期繰越金 2,968,105 2,553,105 415,000
当期支出合計 6,568,105 5,593,121 974,984

※1 オンライン講演会（1回）として予算計上。本年はシンポジウムは実施なし
　　前年まで実施していた展示会（草刈り除草ワールドなど）は未計上。
※2 草と緑13巻製本費, 草と緑14巻制作費（製本除く），ニュースレター作成費，人件費（編集）
※3 ゴルフ場本　500部出版の試算に基づいて計上
※4 サーバー代、Webサイト修正に係る費用を計上  
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第 6号議案 役員の選任 

令和 4 年度, 5 年度の新役員について以下のとおり提案いたします．（敬称略） 

役員任期 令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日   

現役員 新役員候補 

理事 

宮﨑敏治（理事長） 

中川 豪（副理事長） 

伊藤幹二 

伊藤操子 

越智和彦 

黒川俊二 

佐治健介 

篠原卓朗 

竹内健司 

長沼和夫 

長村智司 

 

 

監事 

八木 元 

理事 

宮﨑敏治  ※ 

中川 豪  ※ 

伊藤幹二  ※ 

伊藤操子  ※ 

越智和彦  ※ 

黒川俊二  ※ 

佐治健介  ※ 

篠原卓朗  ※ 

竹内健司  ※ 

長沼和夫  ※ 

長村智司  ※ 

関 雅文（株式会社オーレック） 

 

監事 

八木 元  ※ 

※再任 

理事定数 6 人以上 12 人以内，監事定数 1 人以上 2 人以内 

 

 

新理事（候補） 略歴 

関 雅文 氏 

株式会社オーレック 執行役員経営総合部部長． 

1995年株式会社オーレック入社。約 20年営業部を経験し 2015年ブランディング広報グループ

を設立．コンセプト「草と共に生きる」の策定やブランド発信拠点の開発などコーポレートブ

ランディングの他，2019 年より経営総合部部長として人事，経理，法務，システムなど経営全

般を統括． 

 

 

 

 

以上 


